

































































































































































































































































































縁内面に面取りを行なう） 個体 （61～67） の二
者に大別される。両者ともに条痕調整を施し、 



























































































　79 ～ 83 は、 すでに 『愛知県史 資料編2 考
古2 弥生』（愛知県2003）（5）で実測図が公表
されているものである。





























（22 ～ 25） が確認されること。② 浮線渦巻文系
土器の可能性がある壺 （27） が認められ、 三河
地域では数少ない出土事例として目を引くこ
と。③ 朝日式の貝殻描の櫛描文の手法を取り
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